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API接続契約の状況（2019年9月末時点） 1

（出所）金融庁公表資料『銀行と電子決済等代行業者との間の
契約締結等の状況について』（令和元年11月15日付）

https://www.fsa.go.jp/status/keiyakujoukyou_api/index.html

//status/keiyakujoukyou_api/index.html


銀行APIの開放（オープンAPI）に伴うメリット例 2
機能 顧客 金融機関 電子決済等代行業

参照データ
の提供

自分の取引情報の取得ス
ピード・正確性が高まり、
生活に必須なアプリや自
動化サービスを通して、
利便性が飛躍的に向上

様々な外部サービスとの連
携によりメインバンクとし
ての口座の利用が活発化、
顧客のロイヤリティ向上

提供するアプリ・サービ
スにおける自動化機能の
付加価値向上

決済機能の
提供

生活に密着するアプリ、
サービスを通じた決済が
可能に。デビット型の決
済も利用可能に

従来、主にクレジットカー
ドが担ってきた電子商取引
／オンラインサービスの決
済手数料の獲得

加盟店・消費者にとり安
価かつスムーズな決済手
段が利用可能に

与信機能の
提供

資金需要に対して与信が
早く得られるようになり、
参照系サービスとの併用
で返済計画も精緻化

アプリやデータを活用した
シミュレーションツールか
ら即時の与信が可能となり、
融資が拡大

ユーザーサイドの属性・
ニーズ・イベントに応じ
た与信機能の提供

本人確認機
能の提供

日々利用する各種サービ
スにおいて、本人確認手
続きが即時で完了し使用
可能となる利便性の獲得

金融機関の本人確認実績を
第三者が参照する際の手数
料収益の獲得

決済口座や金融機関サー
ビスにスムーズに接続し、
ユーザー体験が向上
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社会課題の解決に資する参照系データの活用例 3

広告

（出所）日刊工業新聞2019年10月31日付記事より引用 （出所）産経新聞2019年8月17日付記事より引用

金融機関との連携を通じた社会課題の解決が可能に



APIエコシステムの形成に向けた課題

• ユーザーに新しい価値を届けるためには、金融機関のデジタライ
ゼーションの取組みに置いて、ユーザーの生活を支える様々な
サービスとの協業が必要

• 新しい取組みを推進し、エコシステムを構築するためには、
API開放は極めて重要な第一歩となる。さらに、更新系を含めた
様々な機能のAPIに開放対象を拡大する事により、ユーザーの
利便性が大きく向上する

• エコシステム構築には一定の時間が必要であり、現在は、そのた
めの投資フェーズ。特に、様々な外部プレイヤーが新しいサービ
スを提供するためには、コスト面で、サービス提供が継続できる
ような水準に設定することが重要

4
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現状のAPI契約交渉における論点 5
合同説明会や標準化の進展等、関係各所の協力・調整により契約締結が進み
つつある。未締結の契約では、以下が論点となることが多い

1．手続きの共同化・共通化による契約・審査の省力化

2．ユーザーの同意に基づくデータの第三者利用・移転

3．顧客１人当たり収益水準に照らして継続可能な水準での経済条件の設定

契約の結果、データ利用の有償化／機能変更が行われるケースもあり、ユー
ザー向けの十分な周知が必要となる。混乱を招かないコミュニケーションに
細心の注意が必要

省力化に関して、ベンダーによる共同的なシステム監査、および、監査法人
によるシステムプロセス監査の活用を、各協会で連携しつつ対応中
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6

Appendix
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7参照系APIを活用したユースケースとメリット

家計簿

金融機関

個人
参照系

法人
参照系

通帳アプリ

クラウド型ツール

情報連携

情報連携

• 最先端のユーザー体験を自行口座で提供
• 高齢者の口座見守りサービス
• セキュリティを意識した利便性向上
• 印紙税負担の軽減等

電子
決済等
代行業

ユーザー基盤の獲得
→利用料・広告収入

• インターネットバンキングの利用度向上
• 試算表授受等の業務効率化
• 融資先の意思決定高速化・生産性向上等

• 様々な外部サービスとの連携で、メインバンクとしての口座活性化が
みられると共に、金融機関に対するロイヤリティも向上
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8更新系APIを活用したユースケースとメリット

家計簿

金融機関

個人
参照系
個人
更新系

法人
参照系
法人
更新系

通帳アプリ

アルゴリズム
貯金

アルゴリズム
貯金

会計・帳簿 税務

給与計算・経費精算

情報連携

振替指示

情報連携

振替指示

他行

証券

カード

他行

データ
売上
データ

カード

• 口座活性化
• 若年層へのアプローチ拡大
• 顧客の貯蓄習慣形成
• 店舗コンサルティングの水準向上
• 情報共有を通じた顧客理解の深化

• 帳簿等資料を連携した融資の組成
• 財務情報の即時性・透明性向上
• 地域の枠を超えたサービス展開

• 電子商取引／オンラインサービスの市場における決済手数料の獲得
• 外部サービスから即時の与信が可能となり、融資が拡大
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9銀行組織内におけるイノベーションの取組み変化
• 個人向け

 一連のオープンイノベーションを通じて、自行だけでは実現が難しいユーザーの生活
を支える様々なデジタルサービスとの連携が可能となり、ユーザーに新しい価値提供
が実現。また、現場レベルでの意思決定が柔軟かつスピーディに

• 法人向け
 オペレーショナルな負担が大幅軽減することで、コスト削減が実現
 金融機関が帳簿データを手軽に活用し資金繰りや経営へのサポートを強化
 クラウドツール等の提供を通じ、顧客企業にITを活用した生産性向上を実現するコン
サルテーションが実現


